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永

情

行

要

詰

満
洲
岡
政
府
の
通
貨
、
金
融
政
策
は
建
岡
営
初
よ
り
し
て
新
岡
山
乳
の
護
展
忙
邸
L
て
堅
賞
在
る
宇
調
を
と
る
と
と
に
内
務
し
た
。

、
幣
制
の
株
立
は
第
一
突
の
課
題
と
し
て
取

i
げ
ら
れ
た
も
の
一
で
あ
り
、
大
岡
元
年
(
昭
和
七
年
)

=
一
月
十
八
日
浦
洲
中
央
銀
行
創
立
委
員
山
任
命
あ
り
、
同
年
六
月
十
一
日
浦
洲
中
央
銀
行
法
(
勅
令
部
二
十
点
蹴
)
の
会
布
あ
り
、
同
月

十
五
日
浦
測
中
央
銀
行
が
成
立
し
、
七
月
-
日
開
業
の
こ
と
に
友
つ

h
o

満
洲
中
央
銀
行
の
業
績
は
大
い
に
制
目

ι値
す
る
も
の
あ
り
‘
若
々
と
し
て
業
務
を
仲
展

L
P
積
弊
を
一
掃
す

Z
と
己
ろ
が
少
か

ら
ざ
る
も
の
で
る
っ
た
。
就
中
幣
制
の
統
一
に
つ
い
て
は
精
典
的
な
り
と
許
せ
ら
れ
し
程
で
あ
る
。
渦
洲
中
央
銀
行
の
継
承
せ
し
茜

紙
幣
は
十
五
穏
に
し
て
、

渦
洲
園
建
国
と
共
に
泊
貨
の
統更

に
雰
種
別
に
計
十
一
せ
ば
百
三
十
六
種
に
注
し

奮
紙
幣
徽
は
一
億
四
千
一
一
百
二
十
三
高
飴
闘
で
あ
っ

徳
元
年
六
月
末
日
ま
で
に
省
紙
幣
の
九
一
二
・
%
の
間
収
率
を
示
し
た
。

日
ま
で
に
九
七
・
一
七
%
の
岡
牧
成
績
を
皐
げ
て
ゐ
る
。

か
〈
心
如
〈
満
州
中
央
銀
行
の
業
績
は
奮
通
貨
の
整
理
に
多
大
白
成
果
を

欣
め
た
る
の
み
で
な
く
、
同
幣
と
紗
票
と
の
制
整
並
に
同
幣
と
金
町
山
と
の
制
整
に
つ
い
て
も
日
浦
雨
闘
の
協
力
に
沿
い
て
推
進
し
た
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も
の
で
あ
る
。
と
の
問
康
徳
一
五
年
六
月
に
始
ま
り
し
米
闘
の
銀
政
策
の
影
響
に
よ
っ
て
銀
紙
の
開
き
が
生
せ
し
際
に
は
遂
に
銀
よ
り

離
脱
L
宅
金
聞
に
リ
ン
ク
す
る
こ
冒
と
に
な
り
、
康
徳
二
年
九
月

ιは
凶
幣
と
金
闘
と
の
等
債
維
持
の
賞
現
在
行
ひ
、
通
貨
仁
刊
は
そ

の
基
礎
を
堅
寅
た
る
も
白
と
注
す
こ
と
に
な
っ
た
。
お
干
の
考
察
徐
地
は
あ
る
と
し
て
も
満
洲
閣
の
幣
制
の
一
統
と
幣
恨
の
安
定
に

つ
い
て
は
満
洲
巾
央
銀
行
史
は
光
州
特
を
放
っ
た
も
の
可
あ
る
。

突
に
金
融
機
構
に
つ
い
て
も
統
制
目
標
の
下
に
と
れ
が
整
備
に
諜
力
し
た
も
の
で
あ
り
、
金
融
機
関
の
渡
良
も
現
寅
に
具
鰐
化
し

た
も
の
を
見
る
こ
と
が
山
来
る
。
特
殊
銀
行
と
し
て
の
満
洲
興
業
銀
行
は
建
国
後
湖
洲
凶
金
融
機
構
上
関
内
産
業
の
促
進
を
使
命

と
し
て
創
設
さ
れ
た
色
白
で
あ
る
。
更
に
金
融
機
闘
と
し
て
は
普
通
銀
行
と
し
て
内
外
銀
行
が
あ
り
、
令
一
融
合
作
祉
が
存
布
ず
る
外

庶
民
金
融
機
閥
乃
至
特
殊
金
融
機
闘
の
設
立
さ
れ
た
る
を
見
る
。
併
し
乍
ら
令
融
機
附
に
つ
い
て
は
そ
の
設
展
助
長
に
倹
つ
も
の
未

だ
多
く
、
モ
の
不
備
な
る
ま
ま
に
機
能
の
蓮
俸
を
川
治
す
た
め
に
は
満
州
中
央
銀
行
自
ら
普
通
業
務
を
終
叫
惜
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。

建
凶
以
来
、
満
洲
中
央
銀
行
が
通
貨
、
金
融
政
策
に
そ
の
役
削
を
努
め
し
は
、
前
額
白
概
要
に
島
い
て
も
と
れ
が
内
容
を
知
る
に

こ
己
に
そ
の
業
績
を
同
閉
し
て
一
陪
弐
の
加
〈
抽
出
す
る
と
と
も
出
来
る
で
あ
ら
う
。
新
園
出
現
に
和
町
る
中

困
難
と
は
し
な
い
が
、

央
銀
行
と
し
て
の
満
洲
巾
央
銀
行
は
間
四
家
的
色
彩
の
酸
昧
泣
も
の
で
は
た
く
、
常
時
と
し
て
は
寧
ろ
強
度
に
明
確
た
傾
向
さ
へ
帯
び

亡
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
結
川
市
は
健
全
に
し
て
統
制
あ
る
同
氏
経
済
の
建
設
に
寄
興
し
た
も
の
と
い
ひ
得
る
。
満
洲
岡
政
府
が
世
初
よ

り
謂
へ
る
「
対
処
的
地
方
分
散
的
な
信
満
洲
宮
近
代
的
中
央
集
構
的
友
岡
家
鴨
制
に
改
編
す
る
と
共
に
、
満
洲
産
業
経
怖
の
一
一
冗
川
町

護
産
自
粛
す
鳩
の
基
礎
/
工
作
し
が
己
己
に
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
一
槻
駄
を
附
加
す
る
た
ら
ぽ
満
洲
中
央
銀
行
は
潟
特

位
同
組
、
資
金
統
制
、
貯
金
部
資
金
運
刑
等
の
委
任
を
交
け
闘
策
の
遂
行
区
貢
献
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
浦
洲

中
央
銀
行
は
岡
家
統
制
白
線
に
治
ひ
占
吊
れ
る
も
の
と
し
て
見
れ
ば
所
川
市
岡
家
白
銀
行
と
し
て
の
地
盤
E
緋
築
し
来
っ
た
も
の
で
あ

揃
洲
中
央
融
行
法
の
改
正

策
五
十
六
巻

七
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七
七

停

競

満洲中央銀行法大同元年よ月十一目公布 t康徳元年九月十七日、川1.1て月同
日、同年六月二「回目、五年七月二十一日、七年!一月」日、同年 1二月ニイl'日
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満
洲
中
央
臨
行
法
の
改
正

第
五
十
六
巻

--b 
J、

七
A 

停

蹴

る
。
又
満
洲
中
央
銀
行
線
分
文
行
の
出
む
る
現
欣
は
、
銀
行
の
銀
行
と
し
て
の
任
務
も
保
払
せ
る
に
直
識
的
明
た
る
も
の
が
あ
る
。

又
普
泊
銀
行
業
務
に
莱
問
し
で
ゐ
た
質
的
は
剛
氏
の
銀
行
と
し
で
の
性
絡
も
具
備
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
浦
洲
中
央
銀
行

が
と
己
に
そ
の
改
組
を
見
、
中
央
銀
行
と
し
て
の
機
能
強
化
を
偲
ふ
に
五
り
し
は
、
そ
の
過
去
十
年
聞
の
業
組
が
巾
央
銀
行
と
し
て

の
使
命
佳
成
に
飲
く
る
配
制
担
せ
ん
と
す
る
も
の
と
い
ム
よ
り
も
、
環
境
が
よ
り
両
度
在
る
中
央
銀
行
主
要
請
す
る
忙
五
っ
た
か
ら

ぜ
あ
る
。
そ
れ
は
中
央
銀
行
に
性
格
上
白
念
援
を
奥
へ
る
も
の
で
は
友
〈
、
中
央
銀
行
が
到
注
し
又
は
到
建
ぜ
ん
と
す
る
の
賓
態
を

法
制
化
す
と
と
に
沿
い
て
満
洲
市
央
銀
行
の
開
化
が
あ
り
、
満
洲
中
央
銀
行
訟
の
改
正
を
取
上
げ
る
と
と
が
同
来
る
と
芯
ふ
。

政
泣
各
闘
中
央
銀
行
の
使
命
は
一
段
ム
」
強
大
た
る
も
の
が
あ
り
、
各
岡
夫
々
己
れ
れ
制
策
に
積
倒
的
態
勢
を
採
り
来
っ
た
u

日
本

銀
行
は
既
に
第
七
十
九
同
帝
国
議
合
に
長
い
て
成
立
せ

L
日
本
銀
行
訟
に
よ
っ
て
新
日
本
銀
行
と
在
り
政
附
と
有
機
的
-
酬
耐
性
の
強

化
に
沿
い
、
て
重
大
抵
る
新
殻
足
を
見
た
。
満
州
中
央
銀
行
改
組
も
と
れ
等
先
例
ム
」
目
的
を
均
し
く
し
現
代
園
防
同
家
完
成
へ
の
諜
樹

に
印
肱
す
る
も
の
た
る
や
一
一
品
を
侠
た
な
い
。
日
本
銀
行
の
改
組
は
新
法
況
に
お
い
て
例
法
的
に
飛
躍
の
段
階
に
突
入
し
た
も
り
で
は

主主
〈

内
外
諸
情
勢
に
印
隠
し
て
岡
山
北
目
的
を
達
成
す
る
金
融
巾
佃
機
凶
聞
と
し
て
の
機
能
を
制
度
上
に
具
現
せ
し
め
た
も
の
で
あ

る
。
満
洲
中
央
銀
行
法
の
改
民
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
醤
法
忙
'
新
法
を
比
較
す
る
時
杭
般
的
規
定
を
多
分
に
内
容
と
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
中
央
銀
析
の
性
格
を
経
更
す
る
も
心
で
は
な
ぐ
、
完
全
中
央
銀
行
た
ら
し
め
ん
と
す
る
岡
家
的
要
請
の
法

的
顕
現
で
弘
司
る
。
も
と
よ
り
そ
己
に
は
機
構
上
本
質
的
な
弧
化
を
前
提
と
し
た
針
策
上
の
積
極
性
を
宥
取
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

中
央
銀
行
に
つ
い
℃
の
強
化
刷
新
は
近
時
各
闘
の
趨
勢
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
央
銀
行
を
し
て
岡
家
の
合
融
統
制
に
支
昨
左
か
ら
し

め
ん
己
正
在
期
す
る
に
没
す
る
わ
け
で
あ
る
。
日
本
に
ゐ
け
る
日
本
銀
行
は
明
治
十
五
年
六
月
一
一
十
七
日
太
政
官
布
告
第
三
十
一
一
誠

に
よ
る
日
本
銀
行
保
例
を
以
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
爾
来
J

若
干
の
改
一
止
及
び
業
務
の
治
加
の
如
き
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
昭

Wl袖十五年六月二 I七 H太政官イ)一骨以来修正はあったが rfl本銀行保例」と L
で脊績した。今次の改正は日本銀行保例にf~ るにrf[本銀行法」を以て杭換へ
たも白である。
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和
十
七
年
二
月
二
十
四
日
新
臼
本
銀
行
法
と
し
て
公
布
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

h
o
嘗
て
は
若
干
の
柿
修
が
加
え
ら
れ
た
と
は
い
へ
依

然
日
本
銀
行
保
例
と
し
て
判
相
続
し
て
ゐ
た
も
の
が
、
日
本
銀
行
法
と
し
て
改
正
さ
れ
た
と
と
は
法
規
の
統
一
唱
と
し
て
持
つ
形
態
上

白
進
展
た
る
と
併
せ
亡
し
新
日
本
行
銀
行
が
大
東
亜
金
融
凶
の
中
接
と
し
て
持
つ
質
賃
k
の
機
能
強
化
に
意
義
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
肥
満
洲
中
央
銀
行
法
の
改
正
さ
れ
し
は
そ
の
山
来
す
る
と
と
あ
大
東
斑
共
柴
闘
に
長
け
る
北
方
闘
の
動
向
を
確
保
す
る
に
あ
る

は
言
を
伐
た
な
い
け
れ

E
も
、
満
洲
巾
央
銀
行
訟
の
全
面
的
改
正
の
契
機
と
友
り
し
は
日
本
に
長
け
る
日
本
銀
行
法
の
全
面
的
改
正

並
び
に
金
融
統
制
曾
の
設
立
に
批
判
略
す
る
に
議
し
た
も
の
で
ず
も
あ
ち
。

¥
 

議
一
」
右
改
正
に
附
す
る
諸
般
む
準
備
が
進
め
ら
れ
つ
ミ
あ
っ
た
が
、

「
渦
洲
中
央
銀
行
法
改
肌
要
綱
案
」
並
に
『
満
洲
巾
央
銀
行

法
」
が
康
徳
九
年
(
十
七
年
)
十
月

t
m
H凶
務
院
合
一
識
に
沿
い
て
可
決
、
同
二
十
二
日
参
議
附
令
議
に

K
い
て
通
過
せ
し
間
報
ぜ
ら

れ
た
。
か
く
で
「
満
洲
中
央
銀
行
法
」
は
十
月
二
十
六
日
公
布
さ
れ
た
。
右
に
闘
し
で
は
渦
州
中
央
銀
行
法
改
正
要
綱
と
渦
洲
中
央
銀

行
法
改
正
に
闘
す
る
政
山
首
肪
談
が
、
今
次
改
正
の
宗
旨
を
伴
え
て
ゐ
る
。
開
み
忙
揃
刑
判
中
央
銀
行
法
は
公
布
さ
れ
る
と
共
に
印
日

施
行
さ
れ
、
三
十
一
日
に
は
十
一
月
一
日
附
投
記
手
績
を
終
り
、
十
{
月
一
日
浦
洲
中
央
銀
行
は
新
抽
出
足
を
な
し
た
。

満
洲
市
央
銀
行
法
改
正
要
綱
に
工
れ
ば
そ
の
掲
げ
る
方
針
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

現
下
経
消
諸
般
の
情
勢
白
蛇
展
に
印
臨
し
渦
洲
中
央
銀
行
を
し
て
共
D
本
来
の
一
使
命
の
遂
行
に
法
憾
た
か
ら
し
む
る
と
共
に
、
そ

の
職
能
と
し
て
政
府
、
ど
一
般
と
鋳
り
金
融
統
制
の
賀
行
に
計
る
べ
き
惜
制
を
整
へ
し
む
る
偽
左
記
製
鋼
に
依
り
満
州
中
央
銀
行
訟

の
杢
剛
的
改
正
を
岱
さ
ん
と
す

満
洲
中
央
銀
行
法
改
京
に
閲
す
る
政
府
営
局
談
に
よ
っ
て
更
に
モ
の
要
旨
と
す
る
と
己
ろ
を
抽
出
し
て
見
れ
ば
「
金
融
統
制
は
本

来
政
府
の
行
ふ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
同
の
巾
巾
叱
銀
行
法
改
五
に
よ
り
そ
の
根
本
に
は
何
キ
強
化
が
あ
る
の
で
は
た
く
、
山
銀
の
桁
ふ

硝
洲
中
央
臨
行
世
の
改
正

第
正
十
六
h
t

七
7L 

停

蹴

E 
.:JL 

日本銀行法第一保乃至第!六幌及第六十四保)~?ri第七，-一時四規定は昭和 f
七年コ月二!日よ m之を施行す。
新満州中央融行法事凹，-蹄に1P.'f'砦がある。
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法浦
へ洲
白『十『

改央
iE 銀
t亡すI
常白
つ持
ー亡 〆 J

の使
11 ~旨
本が
銀 叩1
手f ヨミ
のさ

使れ
命て
に iゐ
うる
いに
でつ
1月い
示て
さで

tLあ
たる
と。

とと
ろり
と里泊
中北 t亡
を届目

し
忙て

ずは
る 日
も本
の長良
で行
あ保
る伊j

OC> 

目そ
本れ
銀よ
才子 り
法日
第 本
一銀

予行
詰満洲巾央臨行法，僚依， 満洲中央銀行は楠式曾枇 ξ し園内油貨の椛誼を
調節し其白安定世保持し金融を剖怖す
占九コ九年六月十五日品市

体
丘
h
fハ
笹

満
洲
中
央
鐘
{
打
法
的
一
改
正

金
融
統
制
白
仕
事
は
多
〈
は
賓
際
上
白
動
苛
曹
と
し
て
政
府
の
方
針
に
従
ひ
統
制
山
日
的
を
闘
滑
に
達
成
す
る
乙
と
主
期
す
る
も
の
」

で
あ
る
。
つ
い
て
は
今
次
改
匹
の
要
旨
を
中
央
銀
行
の
組
織
と
運
誌
に
分
ち
て
そ
の
買
軌
を
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

事事

腕

i¥‘ 
C 

ノL

u 

最且

織

満
洲
中
山
可
銀
行
は
そ
白
創
設
に
な
い
て
は
株
式
合
枇
止
し
て
山
内
殺
し
た
も
D
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
そ
の
貫
質
は
曜
な
る
株
式
合
枇

で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
巾
央
銀
行
を
今
弐
の
改
市
忙
沿
い
て
特
殊
法
人
1
C

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
機
構
を
本
質
的
忙
改
唆
し
た
る

如
き
も
資
質
上
白
様
化
を
生
起
す
る
己
と
に
は
た
ら
な
い
。
印
ち
巾
央
銀
行
は
株
式
組
織
な
り
し
た
め
法
定
の
一
株
主
を
設
け
る
必
要

土
役
員
を
名
義
上
の
株
主
と
じ
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
政
府
以
外
の
資
本
は
入
ら
ぎ
る
ま
ま
に
持
続
さ
れ
て
ぬ
た
。
今
次
の
改
正
に

長
け
る
特
殊
法
人
化
は
高
度
に
凶
家
任
務
に
帥
際
せ
ん
冒
と
す
る
意
闘
を
強
度
に
反
映
し
た
と
と
を
見
れ
ぽ
足
る
。

第
一
昨
満
洲
巾
央
銀
行
は
岡
家
鯉
情
総
力
の
適
切
な
る
渡
揮
を
岡
る
錨
園
米
町
政
策
に
削
し
遁
貨
の
調
節
、
金
融
白
調
整
及
信
用
制
度
の
保
持
宵
成

に
住
f'e
を
は
て
目
的
と
す
、
満
洲
中
央
融
行
は
法
人
と
す

部
二
一
瞬
浦
測
巾
央
卸
行
は
法
令
白
定
む
あ
所
に
依
り
誼
貨
地
金
融
に
闘
す
る
閥
白
事
務
を
軍
扱
ふ
も
内
と
す

右
保
文
に
ゐ
い
て
明
ら
か
友
る
如
く
満
洲
中
央
銀
行
は
特
殊
法
ん
化
き
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
兎
に
布
保
文
に
沿
け
る
章
一
要
事
項
は

に
は
「
日
本
銀
行
ハ
同
家
粧
神
力
ノ
締
切
ナ
ル
務
抑
ヲ
闘
ル
矯
岡
家
政
策
=
帥
シ
通
貨
ノ
調
節
、
金
融
ノ
調
整
及
信
川
制
度
ノ
保
持

育
成
=
任
ズ
ル
ヲ
以
テ
目
的
卜
ス
」
と
い
ひ
、
第
三
俊
民
「
日
本
銀
行
ハ
専
ラ
岡
家
円
的
ノ
達
成
ヲ
使
命
ト
シ
テ
漣
皆
セ
ラ
ル
ペ

シ
L
と
す
る
は
新
日
本
銀
訂
の
会
貌
を
一
不
す
も
白
で
あ
る
。
吏
忙
獅
逸
新
ラ
イ
ヒ
ス
パ
ン
ク
法
2
2
m
g
事
2
E
n
Fロ
ザ

n
r
m
F
R
F
F
P
)

2) 



に
沿
い
て
公
的
任
務
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
呂
も
の
を
こ
の
種
。
傾
向
忙
お
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
ぁ
。
満
洲
中
央
銀
行
を
し
て
株
式

市
町
枇
よ
り
し
て
特
殊
法
人
に
改
組
せ
し
め
し
所
以
は
貨
に
同
家
経
消
鳩
力
を
最
高
度

J

に
幾
叩
せ
し
む
る
に
即
舷
し
て
金
融
部
而
に
ゐ

け
る
機
能
強
化
在
意
岡
せ
る
も
の
の
法
規
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

満
洲
中
央
銀
行
の
稚
来
の
資
本
梢
成
は
資
本
線
額
三
干
高
闘
で
あ
っ
た
が
、
今
突
の
改
正
に
沿
い
て
は
約
三
倍
と
な
っ
て
一
倍
園

に
引
上
げ
ら
れ
た
。
苦
し
巾
銀
の
賞
般
を
以
で
ず
れ
ば
コ
一
千
万
闘
よ
り
億
閲
に
引

t
げ
ら
恥
た
己
と
は
趨
切
た
る
措
置
と
い
は
れ

る
と
こ
ゐ
で
あ
る
が
、
と
の
鮪
忙
勺
い
て
も
寅
質
的
に
は
差
官
つ
て
の
鑓
化
は
作
は
な
い
。
二
一
干
高
闘
の
資
本
に
沿
い
て
首
初
仕
乍

州
制
乍
募
集
で
あ
っ
た
か
ら
乍
瀬
町
ち
千
五
庁
高
附

ω
乍
揃
七
百
五
十
高
問
主
第

出
川
込
消
費
本
と
在
っ
て
ゐ
た
が
公
募
せ
十
し
て
全
部
政
附
刊
資
で
あ
っ
た
。
己
心
掛
今
突
の
改
r
I

に
た
い
て
は
資
本
金
は
一
億
凶
と

間
同
帥
込
と
し
雨
後
の
沸
込
を
粧
て
千
五

rυ
寓
闘
が

し
、
会
領
政
府
よ
り
捌
込
む
も
の
で
あ
O

て
、
公
募
に
つ
い
て

ω徐
地
は
笠
岡
的
に
抹
殺
さ
れ
た
こ
と
は
見
方
に
よ
れ
ば
大
経
革
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
府
特
の
占
法
が
後
間
酬
の
如
く
内
部
的
措
世
に
‘
沿
い
て
完
了
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
保
揃
洲
中
央
銀
行
の
費
本
金
は
二
国
岡
止
す
、
政
府
は
建
本
ん
沼
田
世
相
を
問
責
す
べ
L

前
項
の
出
費
は
之
を
耽
阿
に
分
ち
て
捕
込
む
こ
ー
と
を
得

資
本
金
一
億
闘
に
つ
い
て
は
分
割
腕
込
を
可
能
と
し
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。
現
貨
に
採
ら
れ
た
方
法
に
よ
れ
ば
現
放
を
以
て
す
れ
ば

同
盟
化
を
件
ム
も
の
で
は
た
い
が
、
そ

mr機
構
上
に
持
つ
横
大
は
明
文
に
表
れ
た
如
く
質
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
o

第
阿
排
込
合
は

問
分
心
一
陀
該
常
す
る
一
一
千
五
百
高
岡
で
あ
っ
て
、
。
そ
れ
は
奮
排
込
凶
資
本
金
一
千
五
百
寓
閣
と
奮
満
州
中
央
銀
行
の
積
立
余
一
千

広
岡
と
を
以
て
定
常
す
る
と
と
に
左
っ
た
n

己
の
賄
に
つ
い
て
日
伝
銀
行
法
と
り
比
較
を
ポ
め
て
兄
る
。
従
来
の
日
本
銀
行
僚
例
は
日
本
銀
行
の
資
本
金
を
六
干
高
闘
と
し
内

満
洲
中
世
銀
行
法
の
改
正

第
五
十
六
巻

係

貌

f、、

，'-

光太郎，新日本鵠行自性格，組関串論集，樺 I土器第四量産 pp.5-6 
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比
四
五
十
六
巻

四
千
五
百
高
闘
の
梯
込
済
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
一
億
閣
に
増
資
さ
れ
た
る
に
つ
い
て
は
五
千
五
百
寓
闘
は
将
来
白
必
要
に
舷
巴
政
府

自
ら
が
出
資
す
る
己
と
に
た
っ
た
。
株
主
は
州
資
者
と
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
向
中
仔
槙
の
徐
地
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
も
っ
と

も
利
杢
応
分
に
つ
い
て
は
制
約
さ
れ
て
九
針
。
資
本
構
成
に
つ
い
て
こ
と
に
求
め
ん
と
す
る
劃
照
が
あ
り
、
そ
れ
は
州
費
者
に
つ
い

満
洲
巾
央
銀
行
法
の
改
正

"ら

第

観

"ら

ず
で
あ
る
o

日
本
銀
行
法
に
沿
い
て
は
第
六
僚
に
規
定
し
て
向
費
者
の
資
格
を
円
本
人
た
る
と
と
に
制
限
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
向
資

の
徐
地
が
あ
り
、
即
ち
政
府
が
杢
州
酬
の
出
貨
を
た
す
も
の
で
は
な
い
。
淵
洲
中
央
銀
行
は
過
去
に
沿
い
て
醤
満
洲
巾
央
銀
行
が
株
式

合
枇
た
り
し
よ
り
新
潟
洲
中
央
銀
行
を
特
殊
法
人
と
す
る
と
い
ふ
強
革
を
機
椛
上
に
織
込
ん
だ
と
と
は
、
過
去
に
長
い
て
一
般
公
募

の
事
貨
が
左
か
っ
た
己
と
は
知
り
得
る
け
れ

E
も
、
新
淵
洲
甲
央
銀
行
に
は
日
比
刷
出
資
白
徐
地
が
残
さ
れ
て
は
ゐ
た
い
。
淵
洲
中
央

銀
行
の
従
来
の
機
併
は
名
目
上
白
株
式
合
枇
に
と

E
ま
っ
た
も
白
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
販
の
如
く
で
あ
る
が
、
明
文
土
特
殊
法
人
化

せ
ら
れ
た
〉
し
と
は
同
時
に
政
府
白
金
傾
向
資
を
内
鮮
と
す
る
と
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
す
る
に
日
本
銀
行
は
過
去
に
沿
い

て
株
式
合
吐
で
あ
っ
た
己
と
は
首
排
出
一
面
公
募
を
持
う
て
ゐ
た
も
の
で
あ
り
、
己
れ
は
特
殊
法
人
化
せ
ら
れ
も
K

今
日
広
告
い
て
も
川

護
者
と
し
て
間
資
誰
券
を
有
し
て
ゐ
る
と
と
に
た
っ
克
。
日
本
銀
行
は
民
岡
山
川
資
の
仇
跡
地
を
残
し
た
と
は
い
へ
、
本
来
の
株
式
組
織

に
ゐ
狩
る
も
の
一
よ
り
は
利
益
底
分
比
う
い
て
は
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
践
に
新
干
働
れ
た
と
己
ろ
で
あ
る
。
己
の
利
盆
金
底
八
月
に

つ
い
て
は
民
間
問
責
の
徐
地
主
残
し
て
ゐ
る
日
本
銀
行
と
そ
の
徐
地
主
持
た
ざ
る
満
洲
中
央
銀
行
に
沿
い
て
は
営
然
相
異
す
る
と
己

み
が
生
起

L
て
来
る
ロ
こ
れ
等
に
つ
い
て
は
後
瀬
の
経
判
事
項
に
譲
る
。

職
員
一
規
定
と
し
て
は
従
来
陀
沿
い
て
も
綿
裁
、
副
総
裁
は
政
府
之
主
命
十
る
い
り
と
し
て
通
悦
株
式
合
止
に
治
け
る
役
員
俳
成
よ

り
は
制
約
の
皮
a

向
き
司
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
組
事
、
院
事
に
つ
い
て
は
株
主
組
曾
の
澄
任
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

A
7
究

の
改
正
は
中
央
銀
行
忙
岡
山
活
任
務
の
専
念

E
期
す
る
建
前
に
沿
い
亡
公
的
性
格
が
幽
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
役
員
濯
保
に
つ
い

日本観行世，蝉七艦，俸二十九樺，館五卜凶傑
前掲，新日本銀行円性格， pp. 13-14 
奮満f畑中央銀行法，第二 T傑
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革
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h
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紳

行

漏

銀

4
4
者
本

じ
の
日

十
件
新

議剛
山
川

JFI

司
王
)

哨
勧
臼

抑
拡

満
洲
中
央
銀
行
の
業
務
は
中
央
銀
行
と
し
て
の
費
市
部
業
務
乃
五
同
席
業
務
を
椅
み
共
他
一
般
業
務
忙
も
そ
の
話
さ
れ
た
る
範
間
内
浦
盟
小

一
皮
が

av

に
お
い
て
仲
ぴ
得
る
規
定
で
る
つ
向
。
改
正
法
比
む
い
て
は
そ
白
州
市
明
事
務
規
定
を
針
閉
山
す
る
時
、
新
中
央
銀
行
が
改
組
唄
化
さ
れ
い
い
巾
↑

l
t
t
一

同
其
50

て
同
家
銀
行
と
し
て
の
性
格
を
反
映
し
て
ゐ
る
己
正
は
勿
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
頴
に
譲
り
、
そ
の
第
十
八
保
に
前
進
の
態
勢
を
別
艇
箱
使
肘

凹
る
小

J

十
れ
」
'
法

停
吉
備
行

'
倣
守
銀

法
看
て
央

行
と
し
巾

銀
員
に
洲

本
務
人
浦

日
公
旧
新

で
も
株
主
総
合
の
要
を
見
な
い
。
加
之
巾
央
銀
行
の
峨
日
目
は
公
務
員
と
宥
倣
さ
れ
る
と
い
ふ
域
に
ま
で
挟
大
し
た
も
白
で
あ
る
c

第
十
候
渦
洲
中
央
保
行

ι役
員
と
し
て
総
裁
、
副
糠
裁
者
一
人
、
理
事
六
人
以
内
及
び
監
事
二
一
人
以
内
を
世
h

第
十
七
棟
満
洲
中
央
銀
行
白
職
員
は
之
を
桂
令
に
依
り
佐
務
に
従
事
す
る
職
員
と
看
借
す

前
項
の
職
員
の
範
岡
は
融
桝
都
大
臣
之
を
定
む

こ
れ
等
に
附
し
て
も
日
本
銀
行
の
職
制
に
時
同
様
な
る
も
の
を
日
本
銀
行
法
第
十
四
像
以
下
に
制
限
す
る
と
と
が
出
来
る
。
閃
み

に
満
洲
中
央
銀
行
法
に
台
い
て
は
ラ
イ
ヒ
ス
パ
シ
ク
に
訟
け
る
法
律
顧
問
(
回
目

S
E
E
Z
)

の
規
定
に
相
自
す
る
も
の
は
取
入
れ
て
左
い
。

の
規
定
或
は
日
本
銀
行
に
缶
け
る
奉
興

~ 

管

訟
の
角
『
肢
か
ら
見
山
川
し
得
る
も
の
が
あ
る
。

停
寸
八
時
満
州
中
矢
銀
行
は
主
白
業
務
を
行
ふ
も
の
Ir
一す

一
、
商
業
手
形
、
銀
行
引
受
手
形
基
の
他
四
手
形
の
割
引

ニ
、
手
形
、
剛
債
其
の
他
の
右
傾
諸
券
、
地
金
銀
其
白
仙
の
確
貨
な
る
捨
保
あ
る
貸
付

一一一、預り

目
、
儒
替

2

五
、
商
業
手
形
、
銀
行
引
受
手
形
其
の
仙
の
手
形
の
喪
買

満
洲
中
央
融
行
法
の
改
正

部
五
十
六
巻

f妥当

競

ハ、

ノ1、

9) 
10) 



柑
測
中
央
銀
行
法
白
改
正

停
五
十
六
巻

ハ、
ド叶

官事

擁

八、

IL~l 

点
、
岡
債
又
は
経
掛
部
大
臣
自
認
可
を
受
け
た
る
債
券
の
賀
百

七
、
地
金
銭
及
外
岡
遁
貨
戸
商
世
買

八
、
手
形
の
取
立
、
保
護
預
り
其
の
他
前
各
項
由
業
務
に
附
随
す
る
業
務

傭
I
九
峰
割
引
歩
合
、
貸
付
利
子
歩
骨
白
規
定
(
省
)

月
そ
中
央
銀
行
と
し
て
の
業
務
は
通
貨
調
節
に
加
へ
て
信
用
調
整

ι操
作
風
滑
な
る
を
凋
さ
た
け
れ
ば
た
ら
左
い
。
各
岡
白
中
央

銀
行
広
お
い
て
金
融
市
場
操
作
に
進
出
す
る
方
法
は
手
形
制
引
と
公
開
市
場
政
策
に
沿
い
て
貸
施
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
ふ
一
。
満
洲

中
央
銀
行
に
沿
い
て
も
手
形
割
引
政
策
は
既
に
醤
規
定
に
な
い
で
こ
れ
を
明
文
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
開
市
場
政
策
は
未
だ

貴
行
に
移
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
新
規
定
に
沿
い
て
は
巾
央
銀
行
自
酬
躍
が
子
形
安
買
を
通
じ
て
金
融
市
場
操
作
に
乗
出
す

b
け
で
あ

る
o

か
〈
て
中
央
銀
行
白
金
融
巾
場
操
作
に
占
め
る
役
制
は
債
艇
の
皮
争
加
へ
る
も
白
で
あ
る
が
、
公
開
市
場
政
策
に
進
出
す
る
己

と
は
中
央
銀
行
の
公
的
性
怖
の
強
化
に
よ
っ
て
白
み
途
行
さ
れ
得
る
と
い
ふ
も
の
で
は
た
い
。
と
の
碓
の
金
融
市
場
操
作
は
中
央
銀

行
の
業
務
自
慣
を
通
じ
て
金
融
市
場
制
整
白
建
前
に
沿
い
て
遂
行
さ
れ
ん
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
満
洲
中
央
銀
行
の
業

油
国
規
定
白
内
容
に
明
文
を
以
て
こ

D
公
開
市
場
政
策
が
挿
入
さ
れ
た
。
満
洲
園
常
局
が
認
め
る
如
ぐ
短
期
市
場
が
未
だ
育
成
途

kι

あ
る
現
段
階
に
告
い
て
は
た
だ
そ
の
こ
と
だ
け
で
?
山
時
に
金
融
市
揚
調
整
が
敏
活
と
は
左
ら
止
泣
い
と
し
ナ
一
も
、
持
来
に
岳
け
ち
満
洲

中
央
銀
行
の
祈
動
が
待
望
さ
れ
る
湖
駄
で
あ
る
。

日
本
銀
行
法
に
沿
い
て
も
日
本
銀
行
保
例
に
持
け
る
業
務
規
定
に
沿
い
て
比
疏
封
服
さ
れ
る
は
と
の
舶
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
っ

と
も
日
本
銀
行
に
お
い
て
は
昭
和
七
年
蹴
償
資
却
に
よ
る
市
揚
操
作
は
公
開
市
場
政
策
を
資
施
し
た
も
の
と

L
て
伺
え
ら
れ
る
と
こ

る
で
あ
る
。
経
済
界
の
費
情
に
帥
し
て
と
の
種
措
置
は
寅
際

k
は
採
用
さ
れ
た
と
は
い
へ
、
己
己
に
日
本
銀
行
法
は
法
堤
上
と
れ
を

掲
げ
た
も
白
で
あ
る
。
満
洲
中
央
銀
行
の
改
正
法
に
ゐ
い
て
も
公
開
市
揚
政
策
に
つ
い
て
積
倒
的
態
勢
と
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

建前洲中央担行法，停+保，帯十四棟，樺 I七保，体十入イ際
問中金司，金本位制と中央銀行政策J P. 391， p-415-416 2) 



業
務
規
定
に
な
い
で
特
殊
の
場
合
に
無
捨
保
貸
付
が
行
は
れ
る
こ
と
に
友
っ
て
ゐ
る
と
と
も
葎
規
定
に
兄
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ら

で
あ
る
。

伸
二
寸
峰
満
州
中
央
銀
行
は
政
府
に
剖
し
情
梓
か
一
徴
せ
ず
し
て
貸
什
を
鳴
す
と
ー
と
を
符

満
州
中
央
銀
行
は
料
商
都
大
臣
円
一
認
可
を
受
け
公
共
闘
悼
其
の
他
信
用
確
貨
な
る
者
に
封
L
捨
保
を
徴
せ
ず
し
て
貸
付
を
錯
す
と
と
を
符

日
本
銀
行
法
に
沿
い
て
も
第
一
一
十
二
傑
忙
沿
い
て
無
捨
保
貸
付
の
規
定
を
持
つ
。
前
掲
の
公
開
市
揚
政
策
と
い
ひ
共
に
中
央
銀
行

機
能
白
積
械
化
で
あ
る
が
そ
れ
だ
け
通
貨
膨
脹
へ
の
警
戒
に
霊
安
川
口
が
件
ふ

b
け
で
あ
為
。

経
理
事
尉
に
つ
い
て
は
剰
徐
金
の
二
一
割
積
立
を
裂
す
る
己
と
に
つ
い
て
若
干
白
明
意
瓢
が
あ
る
。

第
三
十
二
時
満
洲
中
央
銀
行
は
持
事
業
年
度
に
鰹
商
部
大
臣
D

認
可
を
受
け
準
備
金
と
L
て
剰
僻
盛
岡
官
分
自
コ
一
十
叫
上
を
樹
立
つ
ベ
し

前
栴
白
承
認
及
前
項
目
認
可
あ
り
た
る
と
き
は
満
洲
中
央
銀
行
は
遅
滞
な
〈
制
時
金
よ
り
前
項
目
準
備
金
を
候
除
し
た
る
残
額
を
政
府
に
納
付
す
べ

し

f
f
H
規
定
に
沿
い
て
は
損
失
堤
柿
に
つ
い
て
純
益
の
泊
分
の
八
以
土
、
配
由
理
備
に
つ
い
て
百
分
の
二
以
上
を
積
立
つ
る
こ
と
を
必

L
、
前
項
の
積
立
の
外
百
分
の
二
十
以
上
を
積
立
つ
る
を
要
し
た
も
白
で
あ
&
。
然
る
に
新
規
定
に
む
い
て
は
刺
徐
金
の
百
分
の
ご
一

十
以
上
の
積
立
を
要
す
と
簡
易
さ
れ
た
己
と
は
新
蓄
の
相
異
で
あ
る
が
、
前
池
山
如
〈
満
洲
中
央
銀
行
法
人
化
に
卸
膝
し
た
も
の
で

あ
る
。
己
乙
で
は
己
れ
に
闘
聯
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
寧
ろ
次
の
貼
に
つ
い
て
願
を
沸
ふ
こ
と
に
し
た
い
。
帥
ち
、
日
本
銀
行
品
満

州
中
央
銀
行
も
共
に
特
殊
法
人
化
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
剰
徐
金
白
積
立
制
度
に
は
相
異
す
る
と
己
ろ
が
あ
る
。
満
洲

中
央
銀
行
は
既
述
の
如
く
特
殊
法
人
で
あ
り
、
モ
の
鞘
日
本
銀
行
の
そ
れ
と
性
格
を
同
巳
く
し
て
過
去
の
株
式
合
制
よ
り
の
特
殊
法

人
化
と
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
満
洲
中
央
銀
行
に
台
い
て
は
過
去
に
沿
い
て
も
出
資
は
事
質
上
政
府
梯
込
で
あ
っ
た
が
、

日
本
銀
行
に
は
株
主
と
し
て
の
存
在
が
あ
り
従
っ
て
新
日
本
銀
行
に
沿
い
て
は
従
来
の
株
主
の
地
位
も

般
出
費
者
と
し
て
有
線
し

満
洲
中
央
銀
行
法
白
改
正

停
五
十
六
巻

11、
五

第

腕

" コヲ

前掲，新日本組行;の軒格， pp. 18-19 
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ゆ

満

洲

中

央

銀

行

法

の

改

正

ー

部

五

十

六

巻

て
ゐ
句
向
。
然
る
に
淵
洲
中
央
銀
行
主
い
て
は
全
額
が
政
府
白
山
川
一
資
に
か
か
る
も
の
で
し
削
る
か
ら
一
般
山
田
廷
に
つ
い
て
の
利
続
分
配

八
六

第

量主

ー、
u

、

J
J
ノ

の
与
胞
を
全
然
必
要
、
と
し
た
い

b
け
で
あ
る
。
日
本
銀
行
は
準
備
金
並
に
配
札
一
品
金
を
控
除
し
た
る
残
飯
を
納
付
す
る
が
、
湖
洲
中
央

銀
行
は
準
備
金
耽
同
町
除
し
た
る
焼
額
を
納
付
す
る
と
と
比
な
る

b
け
で
あ
る
。

満
洲
中
央
銀
行
D
L
仔
注
た
る
や
従
前
に
告
い
て
も
中
央
銀
行
た
る
の
軍
要
刊
に
鑑
み
、
叫
山
北
京
世
規
定
で
は
友
く
、
一
蛇
各
国
品
定
と
し
て

政
府
は
特
に
満
洲
中
此
へ
銀
行
管
蛾
官
主
位
音
骨
四
せ
し
め
る
円
規
定
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
り
、
共
他
斑
替
保
明
を
ぷ
け
て
ゐ
ち
σ

・新

規
定
に
お
い
て
は
監
持
傑
項
は
-
段
Y

と
巌
得
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
政
府
が
満
洲
巾
県
銀
行
♂
し
て
特
妹
法
人
化
せ
し
め
}
し
と
と

に
反
映
す
る
わ
け
で
あ
る
。

停
二
一
十
同
時

節
一
一
一
十
七
時

満
洲
巾
央
銀
行
は
栢
桝
部
大
臣
之
を
監
督
す

粧
済
部
犬
臣
は
特
忙
満
洲
巾
央
銀
行
監
調
官
在
世
さ
満
洲
巾
央
銀
行
の
一
業
務
及
事
業
を
監
理
せ
し
む

右
の
如
〈
経
済
部
大
臣
放
に
満
洲
市
央
銀
行
股
却
官
に
よ
る
監
替
を
明
一
所

L
、
従
来
の
己
泊
施
規
定
よ
り
捌
度
の
も
の
と
し
て
ゐ

る
。
粧
品
川
桃
太
位
、
満
洲
中
央
銀
行
院
現
官
の
夫
々
よ
り
す
る
蹴
督
規
定
を
設
け
た
己
と
は
、
湾
規
定
に
沿
い
て
監
理
官
を
以
て
し

た
る
特
川
崎
規
定
に
比
し
碕
樹
的
忙
明
化
せ
し
を
明
白
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
剥
日
本
銀
行
法
白
蛇
骨
混
定
に
な
け
る
も
の
に
比
す

れ
ば
趣
旨
を
均
し
く
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
同
巧
臭
曲
の
も
む
で
あ

μ
。一フ

f
ヒ
ス
パ
ン
ク
に
沿
い
て
は
崎
替
権
の
所
布
が
線
統

品
斑
半
相
の
詐
に
あ
り
、
特
に
品
川
口
現
官
制
皮
の
設
世
た
き
は
ラ
イ
ヒ
ス
ハ
ン
ク
は
そ
の
性
質
が
既
に
早
〈
上
り
宵
脚
の
一
部
で
あ
る
と

い
ふ
建
前
に
泣
か
れ
て
ゐ
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
銀
行
乃
豆
満
洲
巾
央
銀
行
は
政
府
と
中
央
銀
行
と
の
匝
別
白
下
に

監
特
規
忠
が
淵
源
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
己
九
に
と
の
相
異
を
生
じ
た
も
の
一
L
L
判
別
さ
れ
る
。

櫛
洲
中
央
鋭
行
は
完
全
中
央
銀
行
と
し
て
金
融
中
植
と
し
て
の
機
能
聖
護
揮
す
べ
く
己
己
に
一
段
白
強
化
を
見
た
わ
け
で
あ
る
が

¥
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同
時
に
満
洲
中
央
銀
行
は
円
ら
統
制

ι
t
つ
反
刈
に
な
い
て
統
制
さ
れ
る
金
融
機
椛
を
育
成
す
べ
き
使
命
を
脊
負
っ
て
ゐ
る
。
信
川

制
度
の
育
成
の
重
要
脱
さ
れ
る
は
狗
り
満
洲
同
に
沿
い
て
心
み
の
事
態
で
は
た
い
が
、
そ
の
延
長
と
し
て
満
洲
中
央
銀
行
の
持
つ
使

命
に
は
後
述
の
如
く
更
に
附
加
さ
れ
一
る
も
の
が
あ
る
。

第
二
十
四
憐

。

満
洲
中
央
銀
行
は
都
務
部
大
臣
の
認
可
争
長
け
信
問
制
度
の
保
持
宵
成
白
備
品
也
要
な
る
業
務
を
行
ふ
己
主
を
動

回

半年

異

湖
洲
中
央
銀
行
法
改
正
の
契
機
は
日
本
銀
行
の
改
組
世
に
金
融
統
制
品
刊
の
設
~
止
に
あ
る
こ
と
は
前
遁
し
た
。
満
洲
岡
山
川
同
局
と
し
て

は
巾
処
銀
行
に
は
公
的
性
格
の
但
化
E
C
共
陀
金
融
統
制
A
W
の
設
泣
も
考
慮
分
野
と
し
て
持
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
満
洲
金
融
市
場
の
質

肌
恥
は
糊
洲
中
央
銀
行
が
甲
植
と
な
っ
て
金
融
網
組
織
の
過
波
矧
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
日
本
金
融
市
場
に
訟
い
て
金
融
統
制
舎
を
設

世
し
た
る
と
は
事
情
を
異
に
す
る
。
満
洲
経
済
の
所
謂
後
進
性
の
放
に
金
融
統
制
舎
を
別
途
に
設
置
せ
十
し
て
満
洲
中
央
銀
行
の
機

能
の
中
に
匂
蛾
せ
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。
湖
洲
中
央
銀
行
の
持
つ
金
融
統
制
合
的
事
業
の
遂
行
は
特
異
た
も
の
v
と
し
て
取

k
げ
ら
れ

る
正
己
ろ
で
あ
る
。

中
央
銀
行
の
改
組
は
岡
山
訊
意
思
を
込
迩
強
力
に
反
映
せ
し
め
得
る
を
基
底
と
す
る
。
さ
れ
ば
満
洲
巾
央
銀
行
は
政
府
の
行
ム
合
融

統
制
に
は
一
関
と
左
つ
で
協
力
す
る
も
の
と
友
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
新
中
央
銀
行
法
第
二
十
七
僚
の
規
定
す
る
と
乙
ろ
は
一
止
に

己
の
角
度
の
事
現
を
外
項
的

ι掲
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
の

時
二
十
七
時
満
州
中
央
銀
行
は
政
府
内
行
ふ
金
融
白
統
制
忙
協
力
す
る
矯
め
ホ
の
事
業
を
行
，
A

一
、
金
融
に
閥
ナ
る
政
府
の
重
要
計
費
に
劃
す
る
事
費

二
、
金
融
醐
闘
の
資
金
白
眼
帳
及
運
用
に
闘
す
る
指
導
統
制

満
洲
中
央
銀
行
怯
の
改
正

婦
五
十
六
巻

" 七

J、、
七

第

量出

保
4

f
z
 

M
 

第
円

保
格

凶
性

十
四
臨

凹
行
一
、

第
銀
静

'
本
'

法
可
同
法

行
新
行

銀
'
銀

本
掲
本

目
前
日

8) 
9) 

10) 



満
測
中
央
担
行
法
白
改
正

第
五
十
六
巻

j¥‘ 

il 

都

競

八-

A 

一
一
一
、
岡
外
よ
り
の
費
金
導
入
に
闘
す
る
統
制

川
、
金
融
槽
閥
白
整
備
の
促
並
及
其

m
機
能
的
帯
主

究
、
金
融
事
業
と
産
業
と
目
黒
密
化
円
靖
控

而
し
て
有
に
件
ひ
北
ハ
の
本
来
の

H
的
達
成
忙
遺
憾
泣
き
を
朋
し
、
改
組
満
洲
中
央
銀
行
の
傍
む
普
通
銀
行
業
務
は
漸
次
移
設
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
満
洲
中
央
銀
行
の
改
組
と
相
倹
っ
て
か
ね
て
着
手
さ
れ
あ
る
地
方
銀
行
白
今
後
の
整
備
統
合
が
注
楓
さ

れ
る
分
野
で
あ
る
o

普
通
銀
行
業
務
の
穆
譲
は
進
展
す
れ
ば
そ
れ
は
地
揚
銀
行
の
設
立
機
運
を
醸
成
す
る
も
白
で
あ
る
と
共
に
、

両
合
併
臨
時
業
が
賓
施
さ
れ
る
・
も
の
で
あ
る
。

渦
洲
中
央
銀
行
の
普
通
銀
行
業
務
の
穆
譲
は
現
朕
の
ま
ま
に
な
い
で
全
両
的
に
貸
施
さ
れ
る
も
の
で
は
左
い
。
こ
と
に
は
そ
の
態

度
は
蹴
に
衣
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
地
場
銀
行
の
育
成
強
化
、
金
融
機
構
白
統
合
格
備
と
併
行
せ
し
め
る
た
め
、
漸
準
的
措
位
と

し
て
具
鰐
化
す
わ
け
で
あ
る
。

地
占
銀
行
的
整
備
強
化
を
前
提
し
て
、
改
組
満
洲
巾
央
銀
行
の
曲
目
活
銀
行
業
務
の
移
譲
が
闘
滑
に
進
展
し
て
行
〈
酌
付
で
あ
り
、
地

方
銀
行
の
整
備
強
化
が
重
要
課
題
と
し
て
上
挺
さ
れ
て
来
る
。
中
銀
の
普
通
銀
行
業
務
は
有
利
融
官
業
と
し
て
施
わ
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
大
海
副
徳
裁
白
い
へ
る
「
中
銀
の
普
通
銀
行
業
務
は
満
洲
金
融
界
白
後
進
悼
の
故
に
中
銀
が
他
の
金
融
機
闘
で
は
到
底

堪
へ
得
な
い
え
き
な
犠
牲
を
梯
っ
て
や
っ
て
来
た
り
で
あ
る
か
ら
、
己
れ
が
分
離
ム
」
一
去
っ
て
も
一
般
金
融
機
緋
の
整
備
な

f
し
て
と

れ
を
寅
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
L

に
沿
い
て
粧
粋
は
明
瞬
間
で
あ
る
。
中
銀
の
行
ひ
し
普
通
銀
行
業
務
は
採
算
E
h
H
腕
し
で
も

進
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
内
が
伏
布
し
て
ゐ
た
と
と
は
首
仕
さ
れ
る
と
と
で
あ
る
。

訟
を
移
設
す
る
と
と
は
巾
銀
の
窓
附
す
る
と
と
ゐ
と
は
逆
殻
県
を
以
来
す
る
。
己
れ
を
闘
総
裁
の
訓
示

ι徴
し
て
も
、
巾
銀
の
普
泊

般
金
融
機
構
の
整
備
な
く
し
て
普
通
銀
行
業



銀
行
業
務
が
浦
淵
経
済
の
特
殊
事
怖
を
背
景
に
持
つ
こ
と
を
明
示
し
て
居
り
、
従
っ
て
各
地
忙
ゐ
け
る
金
融
機
関
の
後
遺
程
度
放
に

地
方
特
殊
事
情
等
を
前
提
と
す
る
必
要
か
ら
し
て
、
普
通
銀
行
業
務
の
移
譲
は
漸
進
的
に
賞
施
さ
れ
る
も
の
L
C

在
る
わ
け
で
あ
る
。

漸
進
的
と
は
い
へ
満
洲
中
央
銀
行
の
封
つ
性
格
は
肱
め
て
税
制
的
態
勢
に
置
換
ら
れ
た
。
前
述
諸
般
忙
積
極
的
規
定
を
見
る
こ
と

が
由
来
た
が
、
一
見
に
一
筒
僚
を
抱
加
し
て
こ
の
積
桜
的
態
勢
を
明
示
す
る
こ
と
が
向
来
る
。

第
二
十
八
停
耕
輔
間
部
大
臣
は
満
洲
中
央
銀
行
の
目
的
達
成
上
必
要
あ
り
と
訟
む
る
・
と
き
は
銀
行
其
の
他
白
金
融
機
関
に
謝
し
満
洲
巾
央
銀
訂
の
業
務

ー
は
事
業
伯
塗
行
に
協
力
せ
し
む
る
偲
必
要
な
る
命
令
を
錯
す
ζ

と
を
符

渦
洲
中
央
銀
行
法
D
改
正
に
邸
し
て

H
本
銀
行
法
に
己
れ
を
叫
制
服
し
つ

h
そ
の
要
賄
を
列
噂
し
で
そ
の
呉
同
砂
一
鑑
別
し
た
と
こ
ろ

は
川
上
の
如
き
も
の
で
あ
る

c
H
本
銀
行
に
沿
い
て
見
れ
ば
そ
の
泊
貨
調
節
、
金
融
疏
泊
に
つ
い
で
の
決
定
機
闘
は
大
賊
伐
と
た
っ

た
も
り
で
あ
り
、
日
本
銀
行
と
し
で
は
そ
の
決
定
さ
れ
売
政
策
の
賢
践
機
闘
と
在
る
も
の
で
あ
る
。
こ
り
閥
聯
は
糊
山
川
闘
に
告
い
て

は
粧
品
阿
部
止
満
削
中
央
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
ァ
。
例
L
乍
ら
寅
践
機
捌
し
し
し
て
の
分
野
と
は
い
づ
政
府
と
一
憾
と
な
っ
て
金
融
統
制

の
貸
行
に
首
る
べ
き
態
勢
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
剛
山
口
的
に
は
金
融
業
務
の
み
~
出
的
に
砧
何
倒
的
に
来
山
川
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
完
全
中
央
銀
行
と
し
て
の
機
能
を
整
備
せ
ん
た
め
の
獄
似
的
改
組
で
あ
る
己
と
は
誌
を
侠
た
な
い
。
た
だ
日
本
銀
行

の
改
組
と
の
比
較
に
お
い
て
心
へ
き
く
抽
出
さ
れ
得
る
こ
と
は
、
日
本
銀
行
訟
に
沿
い
て
は
封
外
金
融
進
川
の
構
え
が
あ
る
が
、
漏
洲

中
央
銀
行
の
そ
れ
に
は
己
れ
を
備
へ
て
ゐ
左
い
。
荒

L
H
本
銀
行
の
機
構
城
大
は
闘
際
取
引
の
必
要
あ
り
と
す
る
貫
際
情
勢
に
剖
肱

、

η
り

せ
ん
と
す
る
に
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
闘
際
金
融
に
つ
い
て
の
規
定
を
満
州
中
央
銀
行
訟
に
快
い
だ
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
の
此
に

積
楓
性
を
快
〈
も
の
で
は
註
い
。

史
に
日
本
銀
行
法
と
の
比
較
に
つ
い
て
後
行
先
換
な
の
一
但
質
に
つ
い
て
の
一
項
が
抽
川
さ
れ
る
。
・
日
本
銀
行
後
行
谷
は
目
前
向
殺
行

満
州
中
山
古
品
行
法
の
改
正

第
五
十
ム
ハ
径

第

競

ノ又
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満洲中央銀行法，第二 1九保，日本担行法，悼凹樺ー告がl叫 !'It耳障
日本銀行法，第汁一竺傑，第三 f同僚
ライヒ"バンク法第一憾にも-~Jが挿入してある。
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柿
洲
中
央
銀
行
法
約
改
正

第
五
十
六
巻

ごJL
O 

フL
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告事

抗

組
制
限
法
主
採
加
し
、
正
貨
準
備
と
保
設
準
備
の
制
約
上
り
離
脱
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
金
本
枕
制
度
は
同
内
的
に
は
そ
の
存
在
を

認
め
ら
れ
ざ
る
寅
情
を
反
映
し
て
日
本
銀
行
法
第
二
十
九
僚
が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
己
の
賄
を
満
洲
巾
央
銀
行
法
に
封
服
す

れ
ば
ト
止
の
一
保
丈
が
あ
る
。

藷
満
洲
中
央
銀
行
の
強
行
し
た
る
貨
幣
は
満
洲
中
央
銀
行
旧
費
行
し
た
る
貨
幣
と
看
倣
ナ

第
五
十
七
僚

而
し
て
同
副
貨
幣
訟
は
廃
止
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
渦
洲
同
側
の
一
措
置
は
こ
の
領
域
で
は
据
下
げ
ら
れ
て
ゐ
友
い
。
も
っ
と
も
湖

洲
凶
側
も
針
策
は
将
米
忙
峨
し
て
ゐ
る
と
い
ム
が
現
欣
を
以
で
す
れ
ば
日
本
銀
行
法
に
K
M

い
て
は
費
行
象
の
持
つ
管
川
崎
泊
貸
た
る
性

慨
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
い
へ
る
。
但
し
と
の
黙
に
つ
い
て
は

H
本
側
の
貨
幣
法
第
二
保
の
改
廃
が
提
案
さ
れ
て
ゐ
る
向

れツむ

心
あ
る
己
と
は
一
…
舷
附
加
し
て
位
か
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

満
洲
経
械
は
処
岡
十
年
を
迎
へ
建
設
十
年
と
し
て
問
問

L
得
る
域
に
到
達
し
た
。
満
洲
中
央
銀
行
の
果
し
た
絞
過
は
櫛
洲
同
生
産

力
の
航
充
に
と
れ
を
丸
る
べ
き
も
の
も
多
い
わ
け
で
あ
る
が
現
下
前
回
押
朕
勢
忙
あ
っ
一
て
は
渦
洲
闘
は
北
方
闘
の
動
向
を
一

4
f需
要
な

る
翼
で
あ
る
。

事
態
「
は
緊
急
的
に
情
出
世
さ
れ
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

そ
の
こ
と
の
放
に
暫
定
的
廃
置
に
終
り
得
る
も
の
で
は
な

い
。
緊
急
性
の
要
請
に
舷
芥
し
つ
つ
そ
れ
は
時
的
で
あ
っ
て
は
た
ら
左
い
。
岡
家
意
思
を
反
映
し
て
岡
家
目
的
に
一
憾
と
在
っ
て

と
と
に
専
念
せ
ん
と
す
る
満
洲
中
央
銀
行
は
恒
久
的
構
へ
の
下
に
積
倒
的
危
剤
期
的
た
改
組
を
断
行
し
た
所
以
を
見
る
べ
き
で
あ

る。

日本銀行時例"第十四日本銀行法，帯二!九時，日本銀行ρ 観行幸ヲ政行同
僚，日本銀行，、党換券ヲ自主行スルノ擢ヲ有ス
前掲，新円本銀行の性格 P.41

111陪畳主副1.貨幣法第二怖を削除すべL. 貨幣，第二百七寸八挽

ぽ酔
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